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研究成果の概要（和文）：アブラハム的宗教における多様な存在への信仰である「崇敬」の諸相を学際的に研究
する共同研究の手始めとして、地中海周辺域を対象地域として調査・研究を実施し、論点の整理を図った。個別
の調査に加え共同調査を実施し、研究会、研究合宿、国際ワークショップを重ねた。結論として、聖者・聖遺物
崇敬が唯一神信仰を補完して、信条の全体を現実の人々の生活と摺り合わせるものであるとの仮説を導き、同時
にイスラームとキリスト教では崇敬が、聖者の血統や聖遺物とヒトの身体との関わりについて大きく異なる点に
も注目することとなった。成果は第5回中東研究世界大会で2パネルを組織して発表し、さらに論集の刊行に向け
て準備を進めている。

研究成果の概要（英文）：This project is to be regarded as the first stage of our long-term joint 
interdisciplinary study of the veneration of saints and holy relics in the Abrahamic religions. 
Limiting the subject of the study to the geographical regions that surround the Mediterranean Sea, 
we conducted field research and held seminars and international workshops so as to deepen the mutual
 understanding of our research members as well as to marshal discussion points for future research. 
While we developed a hypothesis that the veneration of saints and holy relics plays a complementary 
role of adjusting people’s religious lives to the monotheistic creeds of Islam and Christianity in 
common, we also focused on the significance of the holy genealogy of saints in Islam and of the 
inclusion of saints’ physical remains in relics in Christianity. To present the results of our 
research, we organized two panels at the fifth World Congress for Middle Eastern Studies held at the
 University of Seville in July 2018.

研究分野：人類学、イスラーム地域研究
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
崇敬が神と人をつなぐ不可欠の内在的な要素として、絶対的唯一神への崇拝に対抗し補完する役割を担っている
という仮説を得た本研究は、聖者と聖遺物を崇敬概念の下に総合的に捉える人類学の研究として初の試みであ
り、また民衆的な実践における信仰のありようの共通性を浮き彫りにすることを通して、グローバル化する現代
における信仰の形を、原理主義などの宗教の政治化とは別の側面から見るという特質も有している。研究手法の
面では、人類学、思想研究、歴史学が交錯し啓発しあう共同研究のひとつの範型として、本研究の展開と成果を
広く示すことにも意義があった。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
ユダヤ教的伝統（ヘブライズム）を継承しつつ世界宗教へと展開したキリスト教とイスラーム
は、超越的唯一神を崇拝（worship）する一方で、神ならざる多様な存在への信仰として、聖者
や聖遺物に対する「崇敬（veneration）」を人々の間に生み出してきた。研究代表者である赤堀
が研究分担者である東長とともに平成 9 年度から推進してきたスーフィズムと聖者崇敬に関す
る共同研究は、人類学、思想研究、歴史学の協働によるこの分野の総合理解の確立を狙いとして
おり、東長によるスーフィズム三極構造論や赤堀によるスーフィズム・聖者崇敬複合論を提起し、
複数の論集刊行や国際会議での発表によって成果の周知に努めてきた。同時に、これまでの研究
が、イスラーム以外の諸宗教に適用できる可能性についても一定の検討を加えており、キリスト
教にまで視野を広げて聖者崇敬に関する実証的共同研究を実施する状況は、研究蓄積からいっ
て充分に整っていた。 
さらに、聖者崇敬と結びついて今日的重要性をもつ信仰実践として、共同研究はこれまでも聖
遺物崇敬とその複製利用の問題にも目を向けてきた。聖遺物が近年のムスリム民衆を惹きつけ
ていることは調査現地でしばしば感じられることだが、イスラームの聖遺物に関する研究はま
だ端緒に就いたばかりと言わなくてはならず、キリスト教のそれについても人類学分野では目
立った研究はない。ここから、イスラームとキリスト教にまたがり、聖者崇敬と聖遺物崇敬を対
象とする共同研究実施が可能であり、また必要であるとの判断にいたった。 
 
２．研究の目的 
スーフィズムとイスラームの聖者崇敬に関するこれまでの共同研究を基盤に、アブラハム的
宗教において唯一神ならざる多様な存在への信仰としてある「崇敬」の諸相を、人類学を基盤に
思想研究と歴史学の協働を得て調査し、新たな理論的枠組みを構築することを目指す。本研究は
その手始めとして、両宗教がもっとも古くから相交わってきた地中海周辺域を対象地域に設定
し、イスラームとキリスト教における聖者・聖遺物崇敬をめぐる調査を実施し、理論化への方向
付けを探るとともに、研究完了後のより総合的な研究の展開に向けた共同研究組織を確立する
ものと位置づけた。同時に、伝統的な聖者・聖遺物崇敬との連続性に留意しつつ、具象化された
ヒトやモノを焦点とした信仰の営みに、今日的なリアリティのある信仰の形を見て取ることで
現代宗教論への貢献を期した。 
本格的にイスラームとキリスト教の双方を含めた研究を実施し、聖遺物崇敬を大きく取り上げ
るのは研究代表者らにとって初めての試みであったため、共同研究参加者の研究状況について相
互に理解を深め、論点を整理し、研究の方向性を策定して、個々の研究が全体として活かされるよ
うに調整する作業をまず手始めとした。その上で、研究開始時点での共同研究の着眼点としては
下記を想定し、人類学者の調査を中核としつつも思想研究者から崇敬の思想上の位置づけ、歴史
学者からは調査対象の歴史的展開についての知見の提供を受けることとした。 

 
① 聖者および聖遺物の聖性の形成、持続、変容 
② 聖者および聖遺物による神とヒトとの媒介 
③ 唯一なる神と多様な聖者・聖遺物の間に見られる対抗関係と相補関係 
④ 物象化された聖者と人格化された聖遺物など、聖者と聖遺物の関係 
⑤ 聖者とイコン、その複製、聖遺物とその複製との関係、また複製の生産、流通、消費 

 
３．研究の方法 
研究の目的を十全に達成するために、（1）分野的、地域的にバランスの取れた研究組織を形成し
て、(2)研究会および研究合宿の着実な積み重ねを活動の中核とし、これに(3)個別現地調査によ
る各個の研究の深化、(4)共同現地調査の実施による知識と関心の共有を組み合わせた。また、(5)
国内所蔵のない関連文献・資料の収集に努め、(6)先行研究の整理を行い、(7)将来的に共同研究
への参画が望ましい専門家の国内外に及ぶ研究ネットワーク形成も進めた。(8)成果の発表と社会
への還元の面では、国内外の学会での部会組織、講演会開催、学術誌上の特集、論集刊行を行うこ
ととした。 

 
（1） 研究組織：6 名の人類学者に 1 名の思想研究者、6 名の歴史学者を加えた 13 名からなる
共同研究（うち 4名が研究分担者、9名が連携研究者）とし、大学院学生、若手研究者の
育成も視野に多くの研究協力者の参加を促した。 

（2） 研究会・研究合宿・ワークショップ：研究会は年間 2回を予定し、これとは別に、1泊 2
日の研究合宿、フランスの国利社会科学研究センター社会・宗教・ライシテ・グループ
（CNRS-GSRL）との共催による国際ワークショップを毎年度開催することとした。 

（3） 個別現地調査：個々の研究者が長期的な視野に立ってそれぞれの調査地で行っている調査
と本研究の趣旨とを、事前に研究打ち合わせの中で摺り合わせ、あくまで共同研究の一環
として、毎年度数名を各専門地域ないし調査経験のある地域に派遣することとした。 

（4） 共同現地調査：特定の調査地にその地域の専門家とその地域を専門としない研究者を併せ



派遣する共同現地調査は、研究者を専門地域における常識から解き放ち、新たな視点で研
究に取り組むきっかけを作り出すのに大きな効果があり、積極的に実施することとした。 

（5） 文献収集：国内に所蔵のない聖者・聖遺物崇敬関連文献を収集し、上智大学および京都大
学に所蔵することとした。 

（6） 先行研究の整理：研究会、とくに研究合宿での読書研究会の実施などを経て、聖者・聖遺
物崇敬に関する基本文献を押さえた文献目録の作成を行うこととした。 

（7） 国内外に及ぶ研究ネットワーク形成：独自のウェブサイトの他、学会等のウェブサイト、
メーリングリストを介して、関心と能力を兼ね備えた研究者に共同研究への参加を呼びか
け、さらなる人的資源確保を行うこととした。 

（8） 成果公開：平成 30年度開催の第 5回中東研究世界大会でパネルを組織して全体としての
成果発表を行い、これを元に令和元年度以降に日英語の論集を刊行することとした。また、
本研究の趣旨が広く社会に周知されるべく、公開シンポジウムなども行うこととした。 

 
４．研究成果 
イスラームとキリスト教にまたがり、聖者と聖遺物を崇敬概念の下に総合的に捉える人類学
の研究は、研究代表者らの知る限り国際的に見ても初めての試みである。言うまでもなく本質主
義的観点からイスラームとキリスト教を類比もしくは対比する著作は枚挙に暇がないが、精密
な現地調査を行い、文献資料を渉猟して、聖者・聖遺物崇敬の諸相を見通す視点を確立しようと
した本研究は、むしろそれらの安易な議論を退けるのに有効であったと考える。また、本研究は
キリスト教とイスラームの違いを超えて、民衆的な実践における信仰のありようの共通性を浮
き彫りにする結果を導く面を持っており、それは宗教宗派対立や宗教の原理主義的側面に目が
向けられがちな今日の研究状況を相対化すると同時に、それら対立を生み出す構造に対しては、
生起する事件を追いかけるに留まらない複眼的視点を導入することを可能にするものだった。
加えて、伝統的歴史的な崇敬の形から、情報技術を用いた聖者・聖遺物崇敬のあり方にまで目を
向け、グローバル化する現代における信仰の形をそれまでとの継続と断絶の両面にわたってみ
ることで、ポスト原理主義の時代における信仰の形についての考察も行うことができた。 
翻って、本研究は、応募者が本来専門とし、長年にわたって続けてきたイスラームの聖者崇敬
に関する人類学的研究をより豊かにするのにも有効であり、それは他の共同研究参加者につい
ても同様に当てはまる。研究手法の面では、人類学、思想研究、歴史学が交錯し啓発しあう共同
研究のひとつの範型として、本研究の展開と成果を広く示すことにも意義があった。 
具体的な研究の実施状況と成果は以下の通りである。 
 
（1） 研究組織：13名中、キリスト教聖者・聖遺物崇敬研究強化の目的で、平成 29年度に研究
協力者（連携研究者）であった藤原久仁子を研究分担者に追加した。 

（2） 研究会・研究合宿・ワークショップ：研究会は平成 28年 7月 9日、10月 2日、平成 29
年 7月 23日、平成 30年 4月 13日、平成 31年 3月 17日に開催、研究合宿は平成 28年
12月 17～18日、平成 29年 11月 11～12日に実施、CNRS-GSRLとの共催による国際
ワークショップは平成 28年 9月 6日（フランス）、平成 30年 1月 21～22日（日本）、平
成 31年 3月 2日（フランス）に開催した。この他、平成 29年 3月 25日には大学院生、
若手研究者中心の国際ワークショップを実施し、適宜、研究打ち合わせ等も行った。 

（3） 個別現地調査：研究代表者・分担者・協力者（連携研究者）らは研究期間中に本研究課題
と関連した現地調査を様々な機会に実施しており、本研究資金からの支出では、平成 28
年度に森本をイラン、安田をエジプトに、平成 30年度に安田をクウェイトに派遣した。 

（4） 共同現地調査：平成 28年度 8月にはボスニア各地（赤堀、寺田、東長、新井、安田他 6
名＋現地での研究協力者 1名）、平成 29年度 8月はローマおよびアッシジ（赤堀、寺田、
東長、小牧、三沢他 6名＋現地での研究協力者 1名）、平成 30年度 7月にはサンティア
ゴ・デ・コンポステーラ（小牧、三代川他 4名）で共同現地調査を実施した。 

（5） 文献収集：各種の研究資金により本研究課題関連図書を購入し、上智大学アジア文化研究
所の所蔵とした。一部は現時点では図書資料として研究代表者らの研究室で使用している。 

（6） 先行研究の整理：研究代表者・分担者らで分担して先行研究の整理を進めたが、予定して
いて文献目録の公開にまではいたらなかった。 

（7） 国内外に及ぶ研究ネットワーク形成：国内外の専門家との個別の協力の他、CNRS-GSRL、
ウスキュダル大学スーフィズム研究所、米国神学大学院連合イスラーム研究所他との組織
的な連携促進に努め、また大学院学生を中心に若手研究者の本研究への促進を促した。 

（8） 成果公開：研究代表者・分担者・協力者らが各種の形で口頭発表や論考の発表を行った他、
全体的な成果発表として平成 30年 7月にセヴィーリャで開催された第 5回中東研究世界
大会（WOCMES Seville 2018）で、Religious Practices Using Commodities in Consumer 
Societiesと Visits to Saintly Places in the Age of Globalizationの 2パネルを組み、東
長、藤原、小牧、三代川、安田他 8名が発表を行った。その他、平成 28年 10月 22日に
イスタンブルのウスキュダル大学スーフィズム研究所が主催した国際シンポジウムで赤



堀、東長、丸山が口頭発表を、また平成 29年 5月 20～21日に京都大学ケナン・リファ
ーイー・スーフィズム研究センターが開催した国際シンポジウムの共催に加わり、赤堀、
東長、新井、高橋、丸山、森本、安田の 7名が発表を行った。学生、社会人向けの公開シ
ンポジウムとしては、上智大学研究機構が開催する Sophia Open Research Weeksを格
好の機会として、平成 28年 11月 19日と平成 30年 11月 19日に開催し、それぞれ 100
名弱の聴衆を集めた。令和元年以降には、これらの研究成果を日英語の論集等として刊行
すべく準備を進めている。 

 
本研究課題では、研究の相互理解と問題意識の共有、先行研究の評価などを重視したが、そこ
で得られた大きな仮説としては、崇敬が神と人をつなぐ不可欠の内在的な要素として絶対的唯
一神への崇拝に対抗し補完する役割を担っているという考え方がある。この仮説を検証し、また
研究期間中の議論で繰り返し取り上げられた複数の観点、すなわち、物象化された聖者と人格化
された聖遺物の対比、聖遺物とのその複製の関係、聖者の血統をめぐるイスラームに特異な崇敬
の展開、聖職者による祝福や聖像の多用他キリスト教に特異な実践などを論点として深めつつ、
とくに現代の崇敬に注目し、対象地域を拡大して、本研究の主題に関する民族誌的知見を蓄積す
ることに力点を置く新たな共同研究の展開を企図することとした。当該の共同研究は、令和元～
5年度科学研究費助成事業（科学研究費補助金）（基盤研究（A））「イスラームおよびキリスト教
の聖者・聖遺物崇敬の人類学的研究」［JSPS 科研費 JP19H00564］として採択された。 
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